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研究成果の概要（和文）：1750年頃にドイツ語圏全域で高地ドイツ語文章語の受け入れが完了したあと、18世紀末には
、教養人は公的場面ではできる限り標準文章語に近い話し方をすることが好ましいという意識をもった。方言と標準文
章語とが言語接触した結果として都市で「日常語」が生まれ、これが標準文章語の平準化を促した。硬直的で形式的な
傾向のあった標準文章語が日常語という形で話しことば化して柔軟性を得た。この標準文章語の平準化は、18世紀後半
に親称のdu の使用範囲が大幅に拡大したことと同じ脈絡で説明ができる。

研究成果の概要（英文）：After the final acceptance of the High German Written Language in the overall Germ
an-speaking area about 1750, learned people had the conception that they should speak in official situatio
ns just as they wrote. The urban colloquial German as a result of language contact of the standard written
 language and dialects promoted the flattening of standard written German: The standard language with its 
tendency to rigidity and formality acquired its flexibility through the spoken colloquial German. This pro
cess of leveling standard language can be explained in the same context as the increasing usage of the inf
ormal addressing pronoun "du" in the second half of the 18th century.
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１．研究開始当初の背景 

(1)本研究のように過去におけるコミュニケ

ーションのあり方を社会的コンテクストと

の関連において考察する観点は、ドイツ語史

研究において 1980 年代以降とくに重要視さ

れてきている。この立場を P. von Polenz 

(1991) は、「社会語用論的」(soziopragma- 

tisch) 言語史研究と名づけた。この「社会

語用論的言語史研究」は、E. C. Traugott に

代表されるような、話者が表現する非字義的

な意味に基いて言語変化を研究するアプロ

ーチと並ぶ、歴史語用論の一部門を成すと同

時に、J. Milroy や S. Romaine に代表される

ような「歴史的社会言語学」と重なっている。 

(2) K. J. Mattheier (1995) は、「社会コミ

ュニケーション史」を記述するには、社会語

用論的な観点（彼の用語では「言語使用史」）

に加えて、他言語との交流を見る「言語接触

史」と、言語形式がもつ社会的意味を話者・

書き手の視点から再構成する「言語意識史」

という観点が必要であることを提唱した。本

研究はこのMattheier (1995)の提案に依拠し

て、社会語用論（「言語使用史」）と言語意識

史との両面から、18 世紀における口語性の社

会的機能に迫るものである。 

 

２．研究の目的 

本研究は、18世紀のドイツ語史の進展を、

「標準文章語」への規範化（言語の垂直化）

という観点からではなく、規範からの逸脱

（言語の水平化）という観点から捉える。

その際、「日常語」という概念を社会的コ

ンテクストとの言語的インターフェイス

と見なして、当時の「日常語」をめぐる言

説を分析することによって、「口語化」に

よる標準ドイツ語の水平化（平準化）には、

どのような社会的機能もしくは社会的意

味があり、それが話し手・書き手の言語意

識とどのように関連していたのかを探る。 

 

３．研究の方法 

 18 世紀ドイツにおける口語性に関わる言

説、とりわけ「日常語」に関わる言説を収集

し、機械可読のデジタルデータとして蓄積し、

「18 世紀ドイツ語口語性言説コーパス」を作

成する。そのコーパスを統計的に分析するこ

とで、口語性に関わるキー概念を抽出し、そ

れを軸にして口語性に関する当時の書き手

の言語意識を再構成し、「日常語」の社会的

機能を追求する。 

研究を進めるに際して、「口語性」とは何

を指すのかを明確にしておかねばならない。

Koch/Oesterreicher (1985) は、書きことば

と話しことばを単純な２分法とはみなさず、

音声か文字かという「メディア」の観点と、

「近いことば」か「遠いことば」という「コ

ンセプト（了解事項）」の観点とを峻別する。

「近いことば」は典型的には私的場面に関わ

り話しことば的であり、「遠いことば」は公

的場面に関わり書きことば的である。本研究

では、この「近いことば」性という概念で口

語性を理解する。 

 

４．研究成果 

(1)「18 世紀ドイツ語口語性言説コーパス」

を作成し分析すると、「書簡」、「交際」、「方

言」、「生活」、「低地ドイツ語」、「柔軟」、「親

密」、「歓談」などの、口語性に関わるキー概

念が抽出できた。そしてとりわけ、低地ドイ

ツ（北ドイツ）における言語事情が、本研究

にとって重要であることがわかった。ハンザ

同盟の衰退と並行して、低地ドイツでは低地

ドイツ語による文章語（ハンザ語）の地位が

低下し、低地ドイツの公官庁や社会的上層は

16 世紀になると、書記言語として低地ドイツ

語に代えて高地ドイツ語の文章語を採用し

始め、17 世紀半ばまでに低地ドイツでは公的

な書記言語として高地ドイツ語が低地ドイ

ツ語にとって代わった。 



(2) このあと高地ドイツ語の文章語は、1750

年頃にドイツ語圏全域で受け入れが完了す

る。そして 18 世紀末には、教養人は公的場

面ではできる限り標準文章語に近い話し方

をすることが好ましいという意識をもって

いた。私的場面では方言的要素を放棄しない

が、公的場面では標準文章語に近い話し方を

する教養人には、口頭レベルのダイグロシア

（二言語併用）が存在したことになる。とり

わけ低地ドイツでは公的場面において書籍

に書いてあるとおり発音をすることが実践

され、その結果、この低地ドイツにおける文

字に忠実な発音が模範的発音としての地位

を獲得していった。 

(3) ハノーファーの出身である作家のモー

リッツ（K. Ph.Moritz）は、1778 年にプロイ

センの首都ベルリンにやってきて、ベルリン

という大都市の教養人たちが想像以上に低

地ドイツ語の方言的要素を多く交えて話し

ていることに驚き、1781 年にこの教養人たち

のことばについての観察を書き留めた。ベル

リンの教養人は、講演などの「公的なスピー

チ」では標準文章語に近づけて話しているが、

標準文章語と方言と混交した「社交的な会

話」においては方言に寄せて話しすぎている

ことをモーリッツは指摘した。 

(4) 教育学者ゲーディケ（F.Gedike）は1794

年に、標準ドイツ語の日常語は不自然で硬直

しているのに対して、低地ドイツ語の日常語

には「柔軟さ」が備わっているとした。この

特徴づけは、低地ドイツ語的な要素を方言や

低い社会的階層や低い文体として査定するの

ではなく、「近いことば」として捉えていると

解釈できる。その場合、「柔軟さ」は「近さ」

の言い換えであることになる。 

(5) ゲーディケはまた、当時、社会的地位に

応じて5種類もあった（ひとりの相手を指す）

呼称代名詞の体系を「硬直した、厳密で、肩

ひじ張った」ものとみなし、「ことばから生彩

を奪っている」見た。そこで、ゲーディケは、

duとSieの２種類の呼称代名詞があるだけで

事足りるという、この時代の傾向に合致した

提案を行った。18世紀末のドイツでは、社会

階級ではなくて人間関係を重視する言語意識

が急速に強まった。相互が内的に認め合う自

主的な人間関係の構築に基づく「友情」が重

要視された。今やゲルマン時代からの素朴な

duが再評価され、友人には書簡でduという「近

いことば」で呼ぶことが一般化した。このよ

うにして19世紀には、実際にdu とSieという2

種類の呼称代名詞に縮約され、整理されてい

く。 

(6) 1800 年をまたいで都市化が進むなか、

種々の公的場面に参加する機会および学校

教育を受ける機会を得た一般大衆は、標準文

章語を獲得する。そのことにより、硬直的で

形式的な傾向のあった標準文章語が日常語

という形で話しことば化し柔軟性を得た。標

準文章語が「近いことば」化した現象を、標

準文章語の平準化と呼んでおこう。この標準

文章語の平準化の進展は、親称の du の使用

範囲が大幅に拡大したことと同じ脈絡で説

明ができよう。これは、1800 年頃を境にして

（相手との距離をとる）ネガティブポライト

ネスから（相手との距離を縮める）ポジティ

ブポライトネスへ移行したことを示唆する

ひとつの重要な現象である可能性がある。日

常語を、公的な「遠いことば」と私的な「近

いことば」との間の緩衝材と捉えてみよう。

ひとは、「遠いことば」と「近いことば」と

の間の座標軸上の位置で書きことば性と話

しことば性の程度を調整できる日常語を、多

種多様な場面（私的・公的場面、そして半私

的・半公的場面など）に合わせて使用し、そ

のことによってポライトネスを制御できた。

大都市ベルリンにおいて日常語が際立った

のは、まさに都市化にともなう日常生活の多

様化のなかで、公私のことばに微妙な濃淡を

与える必要があったからであろう。 
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